
令和８年度不正防止及び研究費におけるコンプライアンス研修

本研修会は、ＳＤとして開催いたします。

主催： 公立大学法人九州歯科大学事務局

（総務課／学生課）
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総務課
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出典：文部科学省HP https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1360847_00013.htm

不正行為の種別
（捏造、改ざん、盗用等）

不正行為に関与した者等
（所属機関、部局等、職名）

研究分野不正事案名
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本学では、令和５年に「生成系ＡＩの利用に関するガイドライン」を定めました。

生成系 AI を利用する場合には、事前に利用目的や利用範囲を設定すること。
これらに加え、利用した生成系 AI のサービス名や AI モデル等の情報を、作成した資料等に明記すること。

生成系 AI が出力する情報は、必ずしも正確とは限らないため、様々なリソースを利用して関連情報を調べたり、
自身の認識との違いを検証したり、複数人で出力内容を検討したりするなどして、利用者自身の責任で十分に検証した上で
利用すること。

生成系 AI の出力内容に、誹謗中傷やプライバシーの侵害、差別的・攻撃的表現が含まれる場合には、
その情報は利用しないこと。

生成系ＡＩの利用に関するガイドライン (令和5年6月27日公立大学法人九州歯科大学）
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生成系 AI に入力する情報や出力された情報に、著作権等の知的財産権を侵害する可能性がないかを慎重に確認すること。
また、生成系 AI を使って文献や資料の要約を作成する場合、元の文献の著者や資料の出典等を正確に記載して、
著作権等の知的財産権に関する法律を遵守すること。

論文の投稿やその他の資料の公表に際して生成系AIを利用する場合には、論文の投稿規程や資料の公開先で規定された
生成系 AI の利用に関するルールを遵守すること。

生成系 AI に入力した情報は、他の利用者への出力内容に用いられる可能性等があり、情報漏洩の危険性が
あるため、個人情報や守秘義務が課せられている情報、教育研究上の機密情報を生成系 AI に入力しないこと。

（生成系AIの利用に関するガイドライン つづき）

今後、生成AIの活用が進むと予想されますが、本ガイドラインに記載されている内容と併せて、常に最新の動向を
把握してください。
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学生課









https://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1364929.htm
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https://www.kyu-dent.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2025/11/kennsyuumanual-1.pdf

https://forest.kyu-dent.ac.jp/course/view.php?id=1415#section-1

https://forest.kyu-dent.ac.jp/course/view.php?id=1372#section-10

https://forest.kyu-dent.ac.jp/course/view.php?id=1372#section-10





研修受講日    年   月   日 
 

氏名  

所属部局等名 □ 歯学部  □ 歯学研究科  □ 附属病院  □ 事務局  □ その他 

（分野:           ） （所属:          ） 

受講者区分 □ 教員（○をつけてください→ 教授・准教授・講師・助教）□ 事務職員 

□ 技術職員  □ 大学院生  □ 医員  □ 研究補助員  □ その他 

理解度チェック １． 研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）関係 

① 研究室で急な物品購入に備えるため、架空の謝金を計上して余

剰資金を研究室の口座に残す行為は、不正行為に該当する。 

１．は い 

２．いいえ 

② 個人的に使用する目的で購入したデスクトップ型モニターの納品

書・請求書を使用し、立替払として大学へ請求する行為は不正行

為に該当する。 

１．は い 

２．いいえ 

③ 研究出張の際に、学会参加の翌日に私的な観光を行い、その日

を含めて研究費から旅費を請求する行為は不正行為に該当する。 

１．は い 

２．いいえ 

④ 年度末に未使用となりそうな研究費について、業者に依頼して架

空発注を行い、翌年度に使用するための資金として管理してもらっ

た。この行為は不正行為に該当する。 

１．は い 

２．いいえ 

⑤ 不正を行った研究者に対しては、機関内での懲戒解雇を含む人

事処分、刑事告発・民事訴訟、個人の氏名を含んだ調査結果の

公表、配分機関からの研究費の一部または全部の返還請求、申

請及び参加資格の制限がある。 

１．は い 

２．いいえ 

⑥ 九州歯科大学では、不正使用情報の通報窓口を学務部学生

課に設置している。 

１．は い 

２．いいえ 

２．九州歯科大学におけるルール等関係 

① 研究費で購入した物品が納品されるとき、税込み単価が５万円

を超えなければ、検収担当者の検収を受ける必要はない。 

１．は い 

２．いいえ 

② 研究が終了しても研究費に残額がある場合は、無理に使い切ら

ずに手続きを経て返還する。 

１．は い 

２．いいえ 

③ 教員又は研究補助員は金額によらず全ての研究費の執行に関

して発注の権限を有する。 

１．は い 

２．いいえ 

④ 競争的資金の制度ごとに使用できない経費があるので、研究費を

使用する際には配分機関の使用ルールを確認する必要がある。 

１．は い 

２．いいえ 

⑤ 研究者は研究費の執行の際、研究計画に沿った使用をしなけれ

ばならない。 

１．は い 

２．いいえ 
 

当研修や研究の不正防止についてご意見等ありましたらご記入ください。 

教職員・大学院生の方は Forms よりご回答ください 


